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過去にそれぞれの DNA 結合ドメイン立体構造を NMR により明らかにしているが，個別
のドメイン構造解析を進めるなかで，N末端側の DNA結合ドメイン(box A)の C末端部に



























環状になり得ない短い DNA 断片を使い HMGB2 添加による DNA 環化実験を行った．リ
ンカー部の変異により，ドメイン間配向に大きな運動性が誘導された Y78G 変異体
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